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      通算 305回 茅ヶ崎郷土会 史跡文化財めぐり  

茅ヶ崎市内の大山道を歩く③ 

（円蔵・西久保地区） 

 茅ヶ崎駅よりバスで円蔵地区まで行き、懐島景能館跡と言われる神明大神から周辺

を歩きます。その後西久保地区をめぐり、大山道に出てかっぱ徳利ひろばに行きま

す。 

 日時 令和 5年 7月 8日（土） 

 （事前の勉強会は同年 6月 13日（火）13:30～ 市立図書館第一会議室） 

 集合 茅ヶ崎駅改札前 8時 50分まで。終了は 12時 30分頃の予定 

 行程 茅ヶ崎駅―（バス）―バス停「円蔵」―（徒歩）―①神明大神―②山王社（道祖

神・和合神の碑と鶴田栄太郎）―③輪光寺―④了覚庵跡―⑤北向き地蔵―⑥宝生寺

（善光寺式阿弥陀三尊）―⑦日吉神社―⑧かっぱ徳利ひろば―バス停「変電所前」―茅

ヶ崎駅 （バス停「変電所前」の茅ヶ崎駅行きは 12:17あるいは 12:47発） 

 

連絡先 山本俊雄 090-6174-2806 尾高忠昭 090-3241-0775 平野文明 090-8173-8845 

 

次回史跡・文化財めぐり 第 306回綾瀬市の早川城址などを訪ねる 

事前勉強会 9月 12日（火）午後 市立図書館 探訪 10月 14日（土）綾瀬市早川  
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はじめに 

 令和 5年の 5月 8日をもってコロナは第５類となりインフルエンザ並の扱いとなり

ました。茅ケ崎郷土会では史跡めぐりも原則会員限定で小規模に行ってきましたが、

今回より通常通りの一般参加者大歓迎で行いたいと思います。今年度も市内 2 か所、

市外 2か所を予定していますが、第 1回目は前年に続き「市内の大山道を歩く③」と

して、市内懐島周辺から大山道に出るコースをめぐります。茅ヶ崎駅前からバスで停

留所「円蔵」まで行き、円蔵・西久保の懐島周辺と大山道を訪ねます。 

 

① 神明大神（懐島景能の館跡）  円蔵 2282字御屋敷 

 茅ヶ崎中央通りの円蔵バス停から東北に約 200mの所に円蔵の鎮守である神明大神

があります。大庭（懐島）景能の館はこの神社の辺り一帯と伝えられています。『新

編相模国風土記稿』の円蔵村の項に「景能館跡…村の西方にあり、広さ七千坪（2，

3ヘクタール余り）」とあります。住宅が増えて昔の様子はなくなりましたが、神社

のそばの畑に空堀の跡という窪地が最近まで見られました。神社境内の裏手には、

景能とされる石像などが建っています。（『ぶらり散歩郷土再発見』） 

 

② 山王社（道祖神と鶴田栄太郎の和合神の句碑）  円蔵 2228 

 神明大神から南側にぐるりと回って山王社に行きます。境内には、木箱に収めた

阿夫利神社と大山寺の御札が立ててあります。 

 以前は道を挟んでその東に双体道祖神（安永 5年：1776）と「春や春岐路に立て

ども和合神」という鶴田栄太郎の句碑（昭和 54年：1979）が並んでいました。それ

らは今は境内に移されました。鶴田栄太郎（昭和 43年没）は円蔵の生まれで郷土史

家、俳人として知られています。茅ヶ崎郷土会設立者の一人です。また多くの郷土

史の著書を残しています。 

 

③ 天慶山地蔵院輪光寺  円蔵 2238 

 山王社から北に歩くと、室町時代初期の創建と伝えられる真言宗の輪光寺があり

ます。本尊の木造地蔵菩薩立像は、江戸時代には大山街道沿いの鷺茶屋で大山導者

相手の出開帳がなされていたといわれています。 

 山門を入って左手に、市重要文化財指定（昭和４４年：1969）の庚申塔がありま

す。寛永 17年（1640）の銘があり、市内最古のものです。全国的に見ても、「みザ

ル・きかザル・いわザル」の三猿形式庚申塔では最古とも位置付けられています。 

 銘は「當六具供養勧功徳伴成仏」「相州宅良郡円像人殺嶋村天□岩戸久右衛門」と

読めて、疑問の残る庚申塔です。 

 本堂脇には飯田九一の「うたかたを川の精霊（すだま）に獺祭（うそ・おそ？まつ

り）」の句碑（昭和 42年：1967）があり、この裏面は「河童徳利の碑」になっていま

す。 
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④ 輪光寺墓地（円蔵村地頭の横山氏墓碑）と 

           了覚庵阿弥陀堂跡（地頭太田氏墓碑）  円蔵 2178辺り 

 輪光寺の山門前を北に向かうとすぐにＴ字路になり、その東側にある輪光寺墓地

に、江戸時代の円蔵村の領主の一人横山氏の墓碑があります。また、道を挟んだそ

の筋向こうの了覚庵跡の境内にはもう一人の領主、太田氏の墓碑があります。 

 太田氏の墓碑の周りには、了覚庵の代々の庵主だったと思われる供養塔が集めて

あります。その中に「行者了察」が浅草観音と大山不動尊を三十三度登拝した、寛

政 7年(1795)銘の記念の石塔があります。また弘化 4年に没した「法師了学」の句

碑「鴫立つやはや須磨寺の夕念仏」があります。 

 

 西に進んで、丸子中山茅ヶ崎線（茅ヶ崎中央通り）の大きな通りを渡って西久保

を目指します。 

 

⑤ 北向き地蔵 西久保 572路傍 

 宝生寺のそばの旧道の分かれ道に北向き地蔵と呼ばれる石造地蔵菩薩坐像（文久 2

年:1862銘）と道祖神 2基（安永年銘の双体像と明治 32年銘の文字塔）、さらに、万

延元年(1860)銘と明治 32年銘の庚申塔があります。庚申塔と北向き地蔵は道しるべ

を兼ねていて、地蔵には次の文字があります。 

竿石右側面 文久二戌年(1862)十一月二十一日再建 

同  正面  種子（カ）右子権現／北一之宮／左南湖 

同  左側面 相州高座郡西久保村／念佛講中 

 基礎石には 22人の念仏講中の名前があります。宝生寺の山門脇にある無銘の地蔵

坐像が北向き地蔵の前身と言われています。 

 

⑥ 懐島山宝生寺 真言宗 西久保 546 

 本尊は江戸時代の大日如来です。また、境内のお堂に、昭和 34年(1959)に国の重

要文化財に指定された善光寺様式の銅造阿弥陀三尊立像が祭ってあります。中尊の

阿弥陀如来の右脇侍に勢至菩薩、左脇侍に観音菩薩の一光三尊式（一つの光背に三尊仏

が並ぶ）で、長野県の善光寺の本尊の形式と言われています。年号の銘はありません

が、鎌倉時代後半期の造立と考えられています。（『ぶらり散歩郷土再発見』） 

善光寺式阿弥陀三尊の特徴 

①一光三尊 

②阿弥陀如来の左手は刀印（下げた左手の人差し指と中指を伸ばし、他の指を曲げる）で、

両脇侍は胸の前で両手を重ね、独特の宝冠をかぶる。 

他の同様式の阿弥陀三尊の例 

①茅ヶ崎市堤浄見寺旧三橋家住宅敷地 石造善光寺式阿弥陀三尊像 文化 6年

(1809)銘 
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②海老名市門沢橋正覚院 木造善光寺式阿弥陀三尊像 年銘は不明。 

③兵庫県丹波篠山市今田町小野原の和田寺境内 天保十年 （平野会員 2012年に訪ね

る） 

④鎌倉市円覚寺の像は文永 8年（1271年）銘で国指定の重要文化財。 

 『ちがさき村ごと歴史散歩』には、「宝生寺については天保年間(1830～44)の火災

で焼失したために古いことが分からない」と記されています。阿弥陀三尊像も火災

のあとを残していることからこの時のことかもしれません。また、『ちがさき歴史の

散歩道』では、「ことに勢至菩薩は火災のために反身になっていて痛々しい。」と書

かれています。この阿弥陀三尊像はかつては秘仏とされていて、今は毎年 4月 29日

に公開されていますが、7月の探訪時にはご開帳をお願いしてあります。 

 

⑦ 日吉神社 西久保 466 

 北向き地蔵の道辻を北へ進むと、西久保の鎮守、日吉神社があります。社殿の脇

には市内でただ一つの大山道標が残っています。この道標は、神社の北方約 400mを

通る大山道の辻にありましたが、道路の拡幅工事で現在の場所に移されたもので

す。この道標の銘は「右大…」とだけしか読めません。右に行けば大山なら、大山

道の南側に、北面して立っていたことになります。昔、日吉神社前の道は、北に伸

びて、昔話「カッパ徳利」で有名な大曲橋のたもとで大山道と交わっていました。 

 道標のほかに、境内には道祖神と庚申塔があります。 

①道祖神 寛政 6年(1794)角柱文字等 

向かって右側面に「如是尊勅 寛政六甲寅／正月吉［ ］」／「南無妙法蓮華経

［  ］」／「當具奉行 世話人［ ］」、 

正面に「道祖神」、 

向かって左側面に「氏子中」とあり、基礎に講中 7人の名前があります。 

②板碑型の庚申塔 延宝 8年(1680) 三猿 文字 

 

⑧ かっぱ徳利ひろば 大曲橋のたもと 西久保 1649番地 1 

 大山道は、茅ヶ崎と寒川との境の小出川に架かる大曲橋を渡って西に延びていま

す。この橋は古くは間門橋と呼ばれ、その付近の小出川は間門川と呼ばれていまし

た。ここに伝わる河童徳利の話は、江戸時代に広まりました。それは大山参りの通

行人に、徳利を見世物としてお金を取って見せたからで、その話は江戸にまで伝わ

り、当時の出版物『宝暦現来集』に収録されました。その話の筋書きと、現在、当

地に広まっている話とは、多少の違いがあります。現在のものは、昭和初年、鶴嶺

小学校が郷土研究の際に、河童徳利と題する紙芝居を作成し脚本は佐藤萬吉校長、

絵は小塚源一郎訓導が描き、普及したものです。助けられた河童が礼に置いていっ

た酒を思う存分楽しんだ主人公の五郎兵衛が、ふと働くことを忘れていたことに気

付き、徳利の尻をたたけば酒が出なくなるという河童のことばに従って酒を断ち、

働きだしたという筋書きです。現在、新湘南国道の歩道橋は五郎兵衛橋と名付けら

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%B0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/1271%E5%B9%B4
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れています。また、円蔵の輪光寺境内には、昭和 42年に河童徳利の碑が建てられ、

碑の裏面に徳利の所在の変転が記されています。それによれば、徳利は、子孫にあ

たる静岡の親戚にあるとのことです。河童徳利の話は、『かながわのむかしばなし五

〇選』にも選ばれています。（『ちがさき歴史の散歩道』） 

 

 以上の 8ヶ所をめぐり、今回の 3回目の「市内の大山道を歩く」を終わります。 

 

（山本俊雄） 

  



~ 6 ~ 

 

作成 加藤幹雄 2017.11 
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